
会議所 70周年記念委員会

委員会の役割

1940年に設立（法人登記）された当会議所は 2010年に創立 70周年を

迎える。

2010年に実施すべき記念事業について今から検討を加える必要があり、

当委員会は 2006年度に設置された。

70年史作成やイベントなどの準備開始。

2007年委員会活動方針

1. メンバーは当面、ジェトロ所員井澤俊和を副委員長とするが、加え

て会員の中から適切なメンバーを更に数名指名したい。

特に会議所の歴史に知見を持つ人、関心を有する人を人選する。 

2. 事務局の協力を得て過去の関連資料の確認等を行う。 

3. 2010年にどのような事業を実施すべきか、会員の意見を聴き、また他外国商工会議所の実例も参考

にしながら検討を加え方向性を出し、実施に向けての準備を開始する。 

2006年の回顧

（１）諸資料に基づき会議所の歴史調査 

（２）委員会の開催

５月２５日（木）、６月６日（火）に委員会を開催。

①会議所の歴史調査に基づき「８０周年委員会」のあり方

②今後の活動方針（骨子）につき、審議。

（３）忘年会行事への参画として「会議所を偲ぶ会」の方針（骨子）の決定。

２００６年度後半期の活動方針

（１）「会議所を偲ぶ会」の円滑なる実施。 

（２）７０周年の記念誌編纂に備えての資料収集

２００６年度後半期の活動内容

（１）「会議所を偲ぶ会」は、諸般の事情（時間的制約、内容の詰め等）により、忘年会での実施は見送り、今後

の課題とした。　 

（２）７０周年の記念誌編纂に向け、資料収集等、時間をかけ今後鋭意実施したい。

特記事項

1. 会議所の歴史調査の結果、１９４０年５月２９日を会議所創立とすることを委員会で確認。 

2. この確認を受け、「８０周年記念委員会」を「会議所歴史研究会」と名称変更を決議した。（７月２１日・定

例常任理事会） 

3. 歴史研究会は２０１０年まで存続させ、２００８年に７０周年委員会を立ち上げ、「会議所歴史研究会」を

同委員会に統合する。（７月２１日・定例常任理事会） 

渡邊裕司委員長
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